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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 112,717 △6.1 28,583 11.0 20,808 21.1

2021年３月期第３四半期 119,989 △5.6 25,739 △10.7 17,179 △14.1

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 9,096百万円（△72.2％） 2021年３月期第３四半期 32,752百万円（95.1％）

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 84.62 84.59

2021年３月期第３四半期 68.28 68.25

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 12,358,668 679,046 5.4

2021年３月期 11,993,722 681,139 5.6

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 672,443百万円 2021年３月期 674,794百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 13.00 － 13.00 26.00

2022年３月期 － 14.00 －

2022年３月期（予想） 14.00 28.00

（％表示は、対前期増減率）

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 2.8 26,000 4.2 106.30

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除し

て算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 264,353,616株 2021年３月期 264,353,616株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 23,677,180株 2021年３月期 17,171,132株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 245,905,565株 2021年３月期３Ｑ 251,600,706株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：有

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料P.7「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）、（会計上の見積りの変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。

・四半期決算補足説明資料は、四半期決算短信に「2022年３月期第３四半期決算短信説明資料」として添付しており

ます。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期の連結経営成績につきましては、経常収益は国債等債券売却益及び株式売却益の減少を主因とし

て、前年同期比72億72百万円減少して1,127億17百万円となりました。一方、経常費用は営業経費や与信費用の減

少を主因として、前年同期比101億15百万円減少して841億34百万円となりました。

　この結果、経常利益は前年同期比28億44百万円増加して285億83百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純

利益は前年同期比36億29百万円増加して208億８百万円となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

　当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末比3,649億円増加して12兆3,586億円となり、純資産は前連

結会計年度末比21億円減少して6,790億円となりました。

　主要な勘定の残高につきましては、預金及び譲渡性預金は前連結会計年度末比2,178億円増加して10兆2,293億

円、貸出金は前連結会計年度末比1,541億円増加して８兆482億円、有価証券は前連結会計年度末比143億円減少し

て１兆7,712億円となりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

　2021年５月14日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

現金預け金 1,807,659 2,045,483

コールローン及び買入手形 9,188 36,319

買入金銭債権 4,555 6,102

特定取引資産 1,980 2,064

金銭の信託 35,093 33,683

有価証券 1,785,562 1,771,267

貸出金 7,894,126 8,048,267

外国為替 22,408 34,604

リース債権及びリース投資資産 20,320 19,895

その他資産 285,229 255,703

有形固定資産 88,789 84,468

無形固定資産 9,796 8,789

退職給付に係る資産 59,606 33,274

繰延税金資産 3,253 2,405

支払承諾見返 39,494 46,529

貸倒引当金 △73,344 △70,191

資産の部合計 11,993,722 12,358,668

負債の部

預金 9,607,290 9,776,087

譲渡性預金 404,284 453,251

コールマネー及び売渡手形 167,152 122,183

債券貸借取引受入担保金 326,414 490,721

特定取引負債 748 835

借用金 638,352 645,775

外国為替 193 199

社債 20,000 20,000

その他負債 89,659 107,206

賞与引当金 2,851 1,746

退職給付に係る負債 2,789 2,697

役員退職慰労引当金 293 287

利息返還損失引当金 43 54

睡眠預金払戻損失引当金 708 561

ポイント引当金 70 78

役員株式給付引当金 434 540

特別法上の引当金 16 16

繰延税金負債 1,498 1,447

再評価に係る繰延税金負債 10,284 9,404

支払承諾 39,494 46,529

負債の部合計 11,312,583 11,679,622

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

株式会社山口フィナンシャルグループ（8418）　2022年3月期 第3四半期決算短信

－ 3 －



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

資本金 50,000 50,000

資本剰余金 58,654 58,648

利益剰余金 528,085 543,878

自己株式 △18,649 △22,776

株主資本合計 618,091 629,750

その他有価証券評価差額金 19,477 19,530

繰延ヘッジ損益 1,480 △1,554

土地再評価差額金 23,192 21,190

退職給付に係る調整累計額 12,553 3,527

その他の包括利益累計額合計 56,702 42,693

新株予約権 117 81

非支配株主持分 6,228 6,521

純資産の部合計 681,139 679,046

負債及び純資産の部合計 11,993,722 12,358,668
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

経常収益 119,989 112,717

資金運用収益 72,039 70,572

（うち貸出金利息） 52,320 50,587

（うち有価証券利息配当金） 19,101 18,558

役務取引等収益 17,570 20,148

特定取引収益 1,102 1,109

その他業務収益 17,894 15,700

その他経常収益 11,383 5,186

経常費用 94,249 84,134

資金調達費用 7,572 4,150

（うち預金利息） 1,783 1,201

役務取引等費用 6,764 7,222

特定取引費用 － 30

その他業務費用 16,356 18,013

営業経費 50,530 46,078

その他経常費用 13,025 8,637

経常利益 25,739 28,583

特別利益 20 9,230

固定資産処分益 9 135

金融商品取引責任準備金取崩額 10 0

退職給付信託返還益 － 9,094

特別損失 804 4,754

固定資産処分損 90 168

減損損失 180 3,344

退職給付制度改定損 － 1,241

債務保証損失引当金繰入額 534 －

税金等調整前四半期純利益 24,955 33,058

法人税、住民税及び事業税 9,306 6,809

法人税等調整額 △1,572 5,167

法人税等合計 7,734 11,977

四半期純利益 17,221 21,081

非支配株主に帰属する四半期純利益 42 272

親会社株主に帰属する四半期純利益 17,179 20,808

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 17,221 21,081

その他の包括利益 15,530 △11,984

その他有価証券評価差額金 6,949 76

繰延ヘッジ損益 8,591 △3,034

退職給付に係る調整額 △10 △9,025

四半期包括利益 32,752 9,096

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 32,703 8,801

非支配株主に係る四半期包括利益 49 295

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は2021年11月12日開催の取締役会決議に基づき、当第３四半期連結累計期間において、自己株式6,569千株の

取得を行っております。この結果、自己株式が4,189百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式

が22,776百万円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。収益認識会計基準等の適

用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期

間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰

余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。なお、当該適用による四半期連結財務諸表

に与える影響額については、軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。これに伴い、非上場のデリバティブ取引の時価

評価について、自らの信用リスクや相手先の信用リスクを時価に反映するよう見直しをしております。当該見直し

にあたって、当社は、時価算定会計基準第20項また書きに定める経過措置に従い、第１四半期連結会計期間の期首

より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に反映

しております。なお、本対応による四半期連結財務諸表に与える影響額については、軽微であります。

また、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第

44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用

することといたしました。これにより、上場株式の当第３四半期連結会計期間末における四半期連結貸借対照表価

額の算定基準を、期末前１カ月の市場価格の平均から、期末日の市場価格に変更いたしました。

（会計上の見積りの変更）

（貸倒引当金の計上基準）

当社グループ内銀行では、事業性評価を通じて、取引先の中長期的な成長に繋がる事業計画等の策定・実行支援

を行ってきましたが、財務内容が芳しくなく、経営改善計画を策定している要注意先については、その他の要注意

先と比べ貸倒実績率等に差が生じており、リスク特性が異なるポートフォリオであることが確認できましたので、

予想損失額をより精緻化するための手法及び体制の検討を進めてまいりました。

その結果、当該ポートフォリオに対する予想損失額の精緻化を図るための体制を構築できたことから、当該債務

者のうち債権額及び債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額が一定額以上

の大口債務者のうち、元本の回収及び利息の受取に係るキャッシュ・フローを合理的に見積もることができる債権

については、第２四半期連結会計期間より当該キャッシュ・フローを当初の約定利子率で割り引いた金額と債権の

帳簿価額との差額を貸倒引当金とする方法へ変更しております。

この変更により、貸倒引当金繰入額および貸倒引当金はそれぞれ1,881百万円増加、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益はそれぞれ1,881百万円減少しております。
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(単位：百万円)

2022年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2021年3月期

第3四半期 第3四半期 通期業績予想 （参考）

（9カ月） （9カ月） （12カ月） (年間）

112,717  △ 7,272  119,989  183,255  

78,117  196  77,921  95,531  

66,425  1,950  64,475  101,594  

( 10,292) (△ 980) ( 11,272) ( 27,473) 

12,925  2,120  10,805  15,812  

1,078  △ 24  1,102  1,924  

△ 2,312  △ 3,849  1,537  △ 23,800  

(△ 4,487) (△ 4,977) ( 490) (△ 26,566) 

(△ 274) ( 608) (△ 882) (△ 1,439) 

48,594  △ 1,758  50,352  67,060  

29,522  1,954  27,568  28,470  

34,010  6,932  27,078  55,037  

( 23,717) ( 7,912) ( 15,805) ( 27,564) 
① 2,973  △ 159  3,132  4,275  

26,549  2,113  24,436  24,195  

( 3) (△ 5) ( 8) ( 8) 

2,037  726  1,311  12,778  

1,794  △ 7,576  9,370  18,127  

△ 1,113  2,388  △ 3,501  △ 3,680  

② 1,572  △ 2,980  4,552  5,135  
③ -  -  -  -  
④ 3  △ 5  8  9  

28,583  2,844  25,739  38,000  36,965  

4,475  5,259  △ 784  △ 170  

33,058  8,103  24,955  36,795  

11,977  4,243  7,734  11,785  

21,081  3,860  17,221  25,009  

272  230  42  52  

20,808  3,629  17,179  26,000  24,957  

4,542  △ 3,134  7,676  9,401  

（注）  １．金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

 ２．連結業務粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用＋信託報酬）

　　　　　　　　　 　　　 ＋（特定取引収益－特定取引費用）＋（その他業務収益－その他業務費用）

 ３．連結業務純益（一般貸倒引当金繰入前）＝連結業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

 ４．連結コア業務純益＝連結業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

 ５．連結業務純益＝連結業務粗利益－経費（除く臨時処理分）－一般貸倒引当金繰入額

 ６．法人税等合計＝法人税、住民税及び事業税＋法人税等調整額

（ご参考） 2022年3月期 202１年3月期 202１年3月期

第3四半期 前年同期比 第3四半期 （参考）

19  1  18  19  

3  1  2  2  

（金銭の信託運用見合費用）（△）

連結子会社数

１．損益の状況

経費（除く臨時処理分）（△）

連結コア業務純益

連結経常収益

（うち国債等債券損益）

（１）山口フィナンシャルグループ【連結】

連結業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

（うち投資信託解約損益）

経常利益

法人税等合計（△）

持分法適用会社数

連結業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

特定取引利益

その他業務利益

うち償却債権取立益

非支配株主に帰属する四半期(当期)純利益

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

与信関係費用（①＋②－③－④）(△)

四半期（当期）純利益

特別損益

税金等調整前四半期（当期）純利益

前年同期比

うち不良債権処理額(△)
うち貸倒引当金戻入益

一般貸倒引当金繰入額(△)

連結業務純益

臨時損益

うち株式等関係損益

（除く投資信託解約損益）

うち金銭の信託運用損益

（うち金融派生商品損益）

・経常利益は、国債等債券損益や株式等関係損益が減少したものの、役務取引等利益の増加や与信関係
費用の減少および金銭の信託運用損益の改善を主因として、前年同期比28億44百万円増加して、
285億83百万円となりました。

・親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比36億29百万円増加して208億8百万円となり
ました。

・連結コア業務純益は、役務取引等利益の増加や経費の減少を主因として、前年同期比69億32百万円
増加して340億10百万円となりました。
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（２）３行合算【単体】 （単位：百万円）

2022年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2021年3月期

第3四半期 第3四半期 通期業績予想 （参考）

（9カ月） （9カ月） （12カ月） (年間）

 経常収益 96,977  △ 9,153  106,130  163,430  

 業務粗利益 70,793  △ 1,297  72,090  86,886  

資金利益 66,947  2,006  64,941  102,229  

　（うち投資信託解約損益） ( 10,292) (△ 980) ( 11,272) ( 27,473) 

役務取引等利益 6,930  749  6,181  8,945  

特定取引利益 58  △ 33  91  102  

その他業務利益 △ 3,142  △ 4,018  876  △ 24,391  

　（うち国債等債券損益） (△ 4,487) (△ 4,977) ( 490) (△ 26,566) 

  （うち金融派生商品損益） (△ 363) ( 429) (△ 792) (△ 1,036) 

 経費（除く 臨時処理分）  （△） 36,684  △ 2,056  38,740  51,289  

 業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 34,108  759  33,349  35,596  

 コア業務純益 38,596  5,737  32,859  62,163  

( 28,303) ( 6,717) ( 21,586) ( 34,690) 

一般貸倒引当金繰入額 （△）       ① 2,985  △ 116  3,101  4,221  

 業務純益 31,123  875  30,248  31,375  

( 3) (△ 5) ( 8) ( 8) 

 臨時損益 2,112  729  1,383  12,929  

 うち株式等関係損益 1,795  △ 7,402  9,197  17,772  

△ 1,113  2,388  △ 3,501  △ 3,680  

 うち不良債権処理額 （△） ② 1,508  △ 2,747  4,255  4,521  

 うち貸倒引当金戻入益 ③ -  -  -  -  

 うち償却債権取立益 ④ 3  △ 5  8  9  

 経常利益 33,232  1,609  31,623  42,600  44,297  

 特別損益 4,012  4,269  △ 257  △ 1,659  

37,244  5,878  31,366  42,637  

 法人税等合計 （△） 11,040  3,818  7,222  10,190  

26,204  2,061  24,143  32,500  32,447  

 与信関係費用（①＋②－③－④）（△） 4,490  △ 2,858  7,348  8,733  

（注） １． 金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

       ２． 業務純益（一般貸倒引当金繰入前）＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

       ３． コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

     　４． 一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を合算して、取崩超過となっている場合は、3行合算上はそれぞれの勘定に戻した上で合計しております。

５． 法人税等合計＝法人税、住民税及び事業税＋法人税等調整額

 税引前四半期（当期）純利益

 四半期（当期）純利益

前年同期比

（除く投資信託解約損益）

（金銭の信託運用見合費用）（△）

 うち金銭の信託運用損益
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（３）単体
①山口銀行

（単位：百万円）

2022年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2021年3月期

第3四半期 第3四半期 通期業績予想 （参考）

（9カ月） （9カ月） （12カ月） （年間）

 経常収益 55,765  △ 8,444  64,209  98,295  

 業務粗利益 41,896  168  41,728  48,944  

資金利益 36,987  930  36,057  59,617  

　（うち投資信託解約損益） ( 7,176) (△ 1,302) ( 8,478) ( 20,446) 

役務取引等利益 4,889  562  4,327  6,172  

特定取引利益 58  △ 33  91  102  

その他業務利益 △ 38  △ 1,290  1,252  △ 16,948  

　（うち国債等債券損益） (△ 761) (△ 1,908) ( 1,147) (△ 17,357) 

　（うち金融派生商品損益） (△ 406) ( 536) (△ 942) (△ 1,135) 

 経費（除く 臨時処理分）  （△） 18,485  △ 994  19,479  25,725  

 業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 23,410  1,161  22,249  23,219  

 コア業務純益 24,172  3,071  21,101  40,576  

( 16,996) ( 4,373) ( 12,623) ( 20,130) 

一般貸倒引当金繰入額 （△） ① 993  △ 466  1,459  2,004  

 業務純益 22,417  1,627  20,790  21,214  

( 3) (△ 5) ( 8) ( 7) 

 臨時損益 1,795  1,412  383  6,548  

 うち株式等関係損益 940  △ 4,292  5,232  9,939  

 うち金銭の信託運用損益 △ 1,267  2,173  △ 3,440  △ 3,640  

 うち不良債権処理額 （△） ② 1  △ 1,323  1,324  1,064  

 うち貸倒引当金戻入益 ③ -  -  -  -  

 うち償却債権取立益 ④ 3  △ 3  6  7  

 経常利益 24,209  3,044  21,165  30,000  27,756  

 特別損益 △ 65  130  △ 195  △ 1,354  

 税引前四半期（当期）純利益 24,144  3,175  20,969  26,401  

 法人税等合計 （△） 7,030  1,926  5,104  6,561  

 四半期（当期）純利益 17,114  1,250  15,864  22,500  19,840  

 与信関係費用（①＋②－③－④）（△） 991  △ 1,786  2,777  3,061  

（注） １． 金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２． 業務純益（一般貸倒引当金繰入前）＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

３． コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

４． 法人税等合計＝法人税、住民税及び事業税＋法人税等調整額

前年同期比

（除く投資信託解約損益）

（金銭の信託運用見合費用）（△）

・経常利益は、国債等債券損益や株式等関係損益が減少したものの、与信関係費用の減少や金銭の信託運用損益の改善
を主因として、前年同期比30億44百万円増加して242億9百万円となりました。

・四半期純利益は、前年同期比12億50百万円増加して171億14百万円となりました。
・コア業務純益は、資金利益の増加や経費の減少を主因として、前年同期比30億71百万円増加して241億72百万円

となりました。
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②もみじ銀行

（単位：百万円）

2022年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2021年3月期

第3四半期 第3四半期 通期業績予想 （参考）

（9カ月） （9カ月） （12カ月） （年間）

 経常収益 30,077  △ 573  30,650  47,638  

 業務粗利益 19,315  △ 2,034  21,349  25,905  

資金利益 21,254  803  20,451  31,384  

　（うち投資信託解約損益） ( 3,116) ( 322) ( 2,794) ( 7,026) 

役務取引等利益 1,627  19  1,608  2,345  

その他業務利益 △ 3,565  △ 2,855  △ 710  △ 7,824  

　（うち国債等債券損益） (△ 3,725) (△ 3,068) (△ 657) (△ 9,209) 

　（うち金融派生商品損益） (△ 0) ( 28) (△ 28) (△ 74) 

 経費（除く 臨時処理分）  （△） 12,943  △ 874  13,817  18,277  

 業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 6,371  △ 1,161  7,532  7,627  

 コア業務純益 10,097  1,908  8,189  16,837  

( 6,980) ( 1,585) ( 5,395) ( 9,810) 

一般貸倒引当金繰入額 （△） ① 1,059  △ 343  1,402  1,849  

 業務純益 5,311  △ 818  6,129  5,778  

（金銭の信託運用見合費用）（△） ( 0) （△ 0）  ( 0) ( 0) 

 臨時損益 187  △ 986  1,173  3,542  

 うち株式等関係損益 825  △ 2,408  3,233  4,479  

 うち金銭の信託運用損益 153  214  △ 61  △ 40  

 うち不良債権処理額 （△） ② 1,102  △ 838  1,940  2,412  

 うち貸倒引当金戻入益 ③ -  -  -  -  

 うち償却債権取立益 ④ -  △ 1  1  1  

 経常利益 5,499  △ 1,803  7,302  7,800  9,320  

 特別損益 4,212  4,272  △ 60  △ 234  

9,712  2,470  7,242  9,086  

 法人税等合計 （△） 3,245  1,833  1,412  1,774  

6,466  637  5,829  6,500  7,312  

 与信関係費用（①＋②－③－④）（△） 2,162  △ 1,179  3,341  4,259  

（注） １． 金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２． 業務純益（一般貸倒引当金繰入前）＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

３． コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

４． 法人税等合計＝法人税、住民税及び事業税＋法人税等調整額

 税引前四半期（当期）純利益

 四半期（当期）純利益

前年同期比

（除く投資信託解約損益）

・経常利益は、与信関係費用や経費が減少したものの、国債等債券損益や株式等関係損益の減少を主因として、前年
同期比18億3百万円減少して54億99百万円となりました。

・四半期純利益は、特別利益の計上を主因として、前年同期比6億37百万円増加して64億66百万円となりました。
・コア業務純益は、資金利益の増加や経費の減少を主因として、前年同期比19億8百万円増加して100億97百万円

となりました。
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③北九州銀行

（単位：百万円）

2022年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2021年3月期

第3四半期 第3四半期 通期業績予想 （参考）

（9カ月） （9カ月） （12カ月） （年間）

 経常収益 11,134  △ 135  11,269  17,496  

 業務粗利益 9,581  569  9,012  12,036  

資金利益 8,705  273  8,432  11,226  

（うち投資信託解約損益） ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) 

役務取引等利益 414  169  245  427  

その他業務利益 461  127  334  381  

（うち国債等債券損益） ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) 

（うち金融派生商品損益） ( 43) (△ 136) ( 179) ( 173) 

 経費（除く 臨時処理分）  （△） 5,255  △ 188  5,443  7,286  

 業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 4,326  758  3,568  4,749  

 コア業務純益 4,326  758  3,568  4,749  

( 4,326) ( 758) ( 3,568) ( 4,749) 

一般貸倒引当金繰入額 （△） ① 931  692  239  367  

 業務純益 3,394  66  3,328  4,382  

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） 

 臨時損益 129  302  △ 173  2,838  

 うち株式等関係損益 29  △ 703  732  3,353  

 うち金銭の信託運用損益 -  -  -  -  

 うち不良債権処理額 （△） ② 404  △ 586  990  1,044  

 うち貸倒引当金戻入益 ③ -  -  -  -  

 うち償却債権取立益 ④ -  -  -  -  

 経常利益 3,523  368  3,155  4,800  7,220  

 特別損益 △ 135  △ 134  △ 1  △ 71  

3,387  233  3,154  7,149  

 法人税等合計 （△） 764  59  705  1,855  

2,623  174  2,449  3,500  5,294  

 与信関係費用（①＋②－③－④）（△） 1,336  107  1,229  1,412  

（注） １． 金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２． 業務純益（一般貸倒引当金繰入前）＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

３． コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

４． 法人税等合計＝法人税、住民税及び事業税＋法人税等調整額

 税引前四半期（当期）純利益

 四半期（当期）純利益

前年同期比

（除く投資信託解約損益）

（金銭の信託運用見合費用）（△）

・経常利益は、株式等関係損益が減少したものの、資金利益や役務取引等利益が増加し、経費が減少したことを主因
として、前年同期比3億68百万円増加して35億23百万円となりました。

・四半期純利益は、前年同期比1億74百万円増加して26億23百万円となりました。
・コア業務純益は、資金利益や役務取引等利益の増加および経費の減少を主因として、前年同期比7億58百万円増加

して43億26百万円となりました。
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３．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示【単体】
（単位：億円）

2020年12月末比 2021年9月期比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 389 △33 △3 422 392 
危険債権 498 △1 15 499 483 
要管理債権 81 △25 3 106 78 
　　　合　　計 969 △60 15 1,029 954 
総与信に占める開示額の割合 (％) 1.17 △0.11 - 1.28 1.17 
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 155 △44 △1 199 156 
危険債権 197 △4 10 201 187 
要管理債権 31 △25 3 56 28 
　　　合　　計 384 △73 12 457 372 
総与信に占める開示額の割合 (％) 0.85 △0.19 0.02 1.04 0.83 
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 158 6 0 152 158 
危険債権 230 3 △1 227 231 
要管理債権 28 △5 △1 33 29 
　　　合　　計 417 4 △3 413 420 
総与信に占める開示額の割合 (％) 1.73 0.01 △0.03 1.72 1.76 
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 75 5 △2 70 77 
危険債権 71 0 7 71 64 
要管理債権 21 4 1 17 20 
　　　合　　計 168 9 6 159 162 
総与信に占める開示額の割合 (％) 1.29 0.03 0.04 1.26 1.25 

(注)１．上記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテゴリー（以下、「開示区分」

　　　 　という。）により分類しております。

　　 　　2020年12月末・2021年12月末の各開示区分の金額は、9月末から12月末までに倒産・不渡り・延滞等の客観的事実並びに信用格付の

　　　 　変動等を反映させた12月末時点における各残高を記載しております。

　   ２．債務者区分との関係

破産更生債権及びこれらに準ずる債権　・・・　破綻先、実質破綻先の債権

危険債権　・・・　破綻懸念先の債権

要管理債権　・・・　要注意先のうち、元本もしくは利息の支払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和している債権

　　　　　　　　　　 　　 　　 　

４．自己資本比率

　　2021年12月末時点の自己資本比率(当社及び山口銀行：国際統一基準、もみじ銀行及び北九州銀行：国内基準)

　　につきましては、現在算定中であり、確定次第開示いたします。

３行合算

山口銀行

北九州銀行

2021年12月末 2021年9月期2020年12月末

もみじ銀行
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